
JCHO福井勝山総合病院 地域協議会 第 9回 議事録 

開催日 平成 31年 3月 15日（金）13：00～14：00 

開催場所 病院２階講堂 

出席者  久住委員、平泉委員、松田委員、杉平委員、安川委員、兜委員 

欠席者     松井委員、坂井委員 

 

院長挨拶の後、次の議題について協議した。 

 

 

1. 総合防災訓練について 

災害拠点病院として防災訓練を行ううえで地域医師会、地域の住民様のご協力が必

要であることの説明を行う。 

  

  

2. 健康管理センターについて 

当院健康管理センターの最近の動向について説明を行う。 

 

   

3. 地域関連事業について 

   出前講座、健康サロン、市民公開講座について、今年度の活動内容と現在決まってい

る来年度の予定を説明、また、勝山市広報に掲載されている当院先生の医学コラム、機関誌

「ＪＣＨＯサウルス」の案内を行う。 

    

 【ご意見】 

（委員からの依頼により、委員のお住まい地域で）今年度、出前講座を開催させてい 

ただきました。地域の方からも評判がよく、来年度もお願いしたいと考えております

ので、よろしくお願いいたします。 

   →ありがとうございます。また、講座の種類も増やし、より市民の方々に満足いただ

けるように検討いたします。 

    

 【ご意見】 

   勝山市広報だけではなく、大野市の広報にも掲載してほしい。本日は行政の職員が不

在のため、直接は伝えられませんがご検討いただきたい。 

   →実際、広報への記載をお願いしましたが断られたというのが現状です。ですが掲載

いただけるように今後もお願いしてまいります。 

    



 

 

 【ご質問】 

   Ｑ： 出前講座の開催は大野でも行われておりますが、どのような経緯で開催となる

のでしょうか？ 

   Ａ： 個々からの依頼をいただいております。 

    

   Ｑ： 市民公開講座の内容が 2 時間で 6 講演されますが、時間が短すぎるのではな

いでしょうか？市民が理解できる内容であってほしいのですが。 

   Ａ： 今回のテーマはがん検診とさせていただいておりまして、がん検診の主たる講

演を考えた結果です。講演される先生方には短い時間で分かりやすく講演い

ただくようお伝えしております。 

       

       

       

4. 病院敷地内（門内）薬局について 

 昨年の豪雪により患者様が院外の薬局へ行くことが困難であったこと、高齢者が大

通をわたることの危険性などから、前回の地域協議会にてご議論をいただき、地域の住

民や勝山市からも要望を出していただきましたが、本部から許可が下りず、現在では設

置についてハードルが高いことを説明。 

 

 

【ご質問】 

Ｑ： 薬剤師会への申請協議はされているのでしょうか？  

Ａ： 未だ設置出来るかも定まっていない状況ですので、薬剤師会への相談はしており

ません。 

  Ｑ： 薬剤師会への相談は、必要なのではないでしょうか？ 

  Ａ： 出来るか出来ないかもわからないので、薬剤師会への相談も難しいと考えてお 

ります。何か進展がありましたらその都度ご意見を伺い対応していこうという

段階です。 

  Ｑ： 薬局の経営はＪＣＨＯで行われるのでしょうか？ 

  Ａ： 入札になりますので、ＪＣＨＯでの経営は考えておりません。 

  Ｑ： 福井勝山総合病院のような大規模な病院で薬局が設置されると、地域薬局の  

経営が大変になると思います。必ずしも患者ファーストということではなく、難

しいですが、患者の利便性を考えつつ、地域の経済情勢も考えいただけたらと思

います。仮に薬局を出すとなると、膨大な資金が必要になりますので、勝山市内



の薬店が入札に入るのは難しく、大手の出店になってしまい、市内の門前薬局が

減収になるのではないでしょうか？薬剤師会に話をすべきではないでしょう

か？ 

Ａ： 市内の薬局様の財政についてはお応えできるところではございませんが、現在門

前薬局を含めた当院付近の薬局では、営業時間が短くされたり、休日に営業しな

いということもありますので、勝山市内の薬剤師を確保することなどの協議を

薬剤師会へ行い、地域が発展していけばと考えております。 

      当院では医薬分業に準拠し、院外処方を行っておりますので、市内の薬局の週

末や祝日の営業をしっかり行っていただきたいという考えです。 

   

   

5. 意見交換 

 

 【ご意見】 

      委員の知り合いの患者様につきまして、患者様の退院希望により、当院から退

院した方が繰り返し入院されるという事例がありました。完全に治るまで入院

をさせてもらえないのでしょうか？ 

     →抱え込み続けるということは出来ません。病状のご説明等を行い、患者様やご  

家族様の意向も確認しご退院いただいております。 

 

【ご意見】 

     次年度の１０連休はどのように運営をお考えでしょうか？ 

     →当院は救急対応のみ行います。うち１日は嶺北地区病院群輪番制病院の当番

日として運営いたします。 

 

 

 

６. 事務局からの連絡 

   

   人事異動などにより委員を代わられる場合は、後任の方に委員の継続をいただき、事

務局までご一報いただきますようお願いします。 

   


